
空港ターミナルや工場、ショッピングセンター、体育館な
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マ
イ
ク
ロ
ス
コ
ー
プ
を
使
用

し
、精
密
な
設
計
を
行
う
。

株式会社サカタ製作所  〒940-2403
新潟県長岡市与板町本与板45番地
☎0258-41-5266
https://www.sakata-s.co.jp/

「刺激的な目標を示すのが
コツです」と語る坂田氏。

制
度
よ
り
、ム
ー
ド
を
先
に
。

株
式
会
社 

サ
カ
タ
製
作
所（
新
潟
県
）

　

金
属
屋
根
部
品
（
下
図
参
照
）の
ト
ッ
プ

メ
ー
カ
ー
で
あ
る
同
社
は
、男
性
社
員
の

比
率
が
高
く
、全
従
業
員
１
５
７
人
中
１

２
２
人
が
男
性（
21
年
12
月
）。
そ
の
う
ち
毎

年
５
人
前
後
が
育
休
を
取
得
し
、平
均
取

得
日
数
は
約
47
日（
21
年
）に
上
っ
て
い
る
。

 

「
そ
ん
な
に
休
ま
せ
て
仕
事
が
回
る
の
か

と
よ
く
聞
か
れ
ま
す
が
、ま
っ
た
く
問
題

あ
り
ま
せ
ん
。
当
社
の
場
合
、担
当
者
が

抜
け
て
も
困
ら
な
い
よ
う
に
、
業
務
を

シ
ェ
ア
で
き
る
体
制
が
出
来
上
が
っ
て

い
る
か
ら
で
す
」

　

そ
の
体
制
は
、「
残
業
ゼ
ロ
」を
宣
言
し

た
15
年
に
確
立
さ
れ
た
と
い
う
。

　

同
社
は「
ホ
ワ
イ
ト
企
業
ア
ワ
ー
ド
※
４
」

の
最
優
秀
賞
も
受
賞
。
働
き
方
改
革
が
叫

ば
れ
る
以
前
か
ら
、従
業
員
満
足
度
の
高

い
職
場
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

〝
イ
ク
メ
ン
〟の
推
進
も
そ
の
一
環
だ
が
、

原
点
は
14
年
11
月
の
全
体
集
会
で
の
出

来
事
に
さ
か
の
ぼ
る
。

 

「
そ
れ
ま
で
は
、ブ
ラ
ッ
ク
と
言
わ
れ
て

も
仕
方
が
な
い
よ
う
な
企
業
で
し
た
」

 

「
恥
ず
か
し
な
が
ら
、当
時
は
36
協
定
の

特
別
条
項
に
さ
え
違
反
し
か
ね
な
い
状

況
で
し
た
か
ら
ね
。
私
自
身
、仕
事
は
男

す
る
が
、同
社
に
は
、経
営
層
が
出
す
基

本
的
な
方
針
・
目
標
を
受
け
て
、部
門
別
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
別
の
計
画
を
現
場
が
主

体
的
に
立
て
、

実
行
す
る
企

業
文
化
が
あ

る
。
そ
れ
は
、

「
命
令
さ
れ

た
活
動
は
い

ず
れ
劣
化
す

る
」
と
考
え

る
坂
田
氏
が

長
年
を
か
け

の
美
徳
と
い
う
考
え
方
で
、年
間
４
５
０

０
時
間
以
上
働
い
て
い
ま
し
た
」

　

だ
が
、家
庭
を
顧
み
な
い
自
ら
の
働
き

方
へ
の
反
省
も
あ
り
、15
年
度
の
経
営
方

針
・
目
標
に
残
業
20
％
削
減
を
盛
り
込
ん

だ
。
そ
れ
を
全
従
業
員
が
参
加
し
て
行
わ

れ
る
全
体
集
会
で
発
表
し
、残
業
削
減
の

意
識
を
高
め
よ
う
と
、（
株
）ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
代
表
、小
室
淑よ
し
え恵

氏
に
講
演
を
依
頼
。
事
件
は
そ
の
と

き
に
起
き
た
。

 

「
も
う
、ケ
チ
ョ
ン
ケ
チ
ョ
ン
な
言

わ
れ
よ
う
で
し
た
。
こ
ん
な
ひ
ど
い

会
社
は
見
た
こ
と
が
な
い
と
。
そ
こ

で
、売
り
言
葉
に
買
い
言
葉
の
よ
う

に
、だ
っ
た
ら『
残
業
ゼ
ロ
だ
』と
、

そ
の
場
で
宣
言
し
た
ん
で
す
」

　

表
向
き
は
こ
う
語
る
が
、
実
は

と
っ
さ
の
思
惑
が
あ
っ
た
。「
千
載

一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
か
も
し
れ
な
い
」。

坂
田
氏
は
、売
り
上
げ
や
利
益
な
ど

の
目
標
を
全
て
撤
回
し
、残
業
ゼ
ロ
だ
け

を
翌
年
の
方
針
に
据
え
直
し
た
。

 

「
数
字
の
枷か
せ

が
あ
っ
た
の
で
は
、残
業
ゼ

ロ
は
達
成
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
ほ
ど
重
い

課
題
で
す
。
そ
れ
に
、当
社
の
従
業
員
は
、

一
度
ス
イ
ッ
チ
が
入
れ
ば
一
気
に
動
き

出
す
と
い
う
確
信
も
あ
り
ま
し
た
」

　

こ
こ
で
書
く
と
長
く
な
る
の
で
省
略

　

昨
年（
2
0
2
1
年
）6
月
に
改
正
育

児
・
介
護
休
業
法
が
成
立
。
こ
の
改
正
の

目
玉
は
男
性
の
育
児
休
業
の
取
得
促
進

で
、今
年
10
月
か
ら「
産
後
パ
パ
育
休
※
１
」

「
育
児
休
業
の
分
割
取
得
※
２
」が
始
ま
り

ま
す
。
国
を
あ
げ
て〝
イ
ク
メ
ン
〟を
応
援

す
る
わ
け
で
す
が
、そ
の
施
行
を
前
に
、

男
性
育
休
の
先
進
企
業
を
取
材
。「
イ
ク

メ
ン
企
業
ア
ワ
ー
ド
2
0
1
8
※
３
」の
両

立
支
援
部
門
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し

た
株
式
会
社
サ
カ
タ
製
作
所
の
坂
田
匠

た
く
み

社
長
に
、取
り
組
み
の
意
味
と
方
法
に
つ

い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　

サ
カ
タ
製
作
所
が
男
性
従
業
員
の
育

休
取
得
に
本
格
的
に
取
り
組
ん
だ
の
は

17
年
。
翌
年
、す
ぐ
に
取
得
率
が
１
０
０
％

に
達
し
た
。
ど
ん
な
方
策
を
と
っ
た
の
か

と
坂
田
氏
に
尋
ね
る
と
、「
大
し
た
こ
と

は
や
っ
て
い
ま
せ
ん
よ
」と
笑
う
。

※1 男性が、子の出生後8週間以内に4週間までの育休を、分割して2回取得可能。　※2 原則、子が1歳（最長2歳）まで、育休を分割して2回取得可能（男女共通）。　
※3 厚生労働省の委託事業「イクメンプロジェクト」による表彰。　※4 （一財）日本次世代企業普及機構による表彰。サカタ製作所は2019年に最優秀賞を受賞。

サカタ製作所の製品が使用される箇所の例
（色付きの部分）

両立
支援

Valued Companyヴァリュード・カンパニー

全
て
は「
残
業
ゼ
ロ
」宣
言

か
ら
始
ま
っ
た
。

男
性
育
休
を
実
現
し
た

業
務
シ
ェ
ア
の
体
制
。

公的助成を受けるに値する、価値ある事業を展開する企業を紹介するシリーズです。

公的助成活用事例編
Vol.150
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制度名 主な受給要件 受給金額※1

両
立
支
援
等
助
成
金

出生時
両立支援
コース
  子育てパパ支援
  助成金

●第1種：男性労働者が育児休業を取得しやすい雇用環境整
備や業務体制整備を行い、子の出生後8週間以内に開始す
る連続5日以上の育児休業を取得させること。

●第2種：第1種申請時の男性労働者のほかに、2名以上の男
性労働者に育児休業を取得させ、男性労働者の育児休業取
得率を3年以内に30％以上上昇させること。

●第1種：20万円 ＊1事業主1回。

　 ＊所定の代替要員を確保した場合、1〜2
人：20万円、3人以上：45万円加算。

●第2種 ＊1事業主1回。

　左記取得率上昇に要した期間に
応じ、1年以内：60万円、2年以
内：40万円、3年以内：20万円

育児休業等
支援コース

育休復帰支援プランを策定し、円滑な育児休業取得・職場復帰
に取り組み、対象労働者に連続3カ月以上※2の育児休業を取
得させ、原職等に復帰させること。
＊上記のほか、業務代替支援（新規雇用、手当支給等）、職場復帰後支援（子の

看護休暇制度、保育サービス費用補助制度）の助成もあります。

・育休取得時：28.5万円/人
・職場復帰時：28.5万円/人
＊1事業主当たり2人まで（無期雇用労働者

1人、有期雇用労働者1人）。

不妊治療
両立支援
コース

不妊治療両立支援プランを策定し、不妊治療のために利用可
能な休暇制度・両立支援制度※3を導入するとともに、利用しや
すい環境整備に取り組み、当該制度を対象労働者に合計5日

（回）以上取得・利用させること。

・環境整備、休暇の取得等：
  1事業主当たり28.5万円
＊連続20日以上の休暇を取得させ、原職等

に復帰させた場合、1事業主当たり28.5万
円を加算。

従業員の健康のために、バランスボールや、立ち姿での執務を取り入れている。

男性育休等で活用できる主な公的助成制度（概要）

培
っ
て
き
た
も
の
だ
。
こ
の
と
き
も
坂
田

氏
か
ら
の
具
体
的
な
指
示
は
皆
無
。
20
の

改
善
活
動
チ
ー
ム
が
、そ
れ
ぞ
れ
「
残
業

ゼ
ロ
」の
実
現
に
知
恵
を
絞
っ
た
。

 

「
出
て
き
た
ア
イ
デ
ア
は
多
岐
に
わ
た
り

ま
す
が
、面
白
い
の
は
、多
く
の
チ
ー
ム
で

〝
業
務
の
属
人
化
解
消
〟を
あ
げ
た
こ
と

で
す
。
特
定
の
人
に
し
か
で
き
な
い
仕
事

を
な
く
す
、例
え
ば
総
務
で
は
、大
雪
の

日
に
除
雪
機
を
運
転
で
き
る
人
を
増
や

そ
う
と
、今
で
は
女
性
４
人
全
員
が
大
型

特
殊
の
免
許
を
所
持
し
て
い
ま
す
」

　

さ
ら
に
、業
務
を
代
行
で
き
る
よ
う
に

す
る
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、担
当
者
で

は
な
く
、教
わ
っ
た
人
が
作
成
。
そ
の
結

果
、本
人
で
は
気
が
つ
か
な
い
改
善
点
が

見
つ
か
り
、負
荷
の
分
散
だ
け
で
な
く
、

生
産
性
の
向
上
も
同
時
に
達
成
で
き
た
。

こ
う
し
て
、翌
15
年
度
の
残
業
は
、平
均

約
６
時
間
ま
で
激
減
し
た
と
い
う
。

　

こ
の
業
務
シ
ェ
ア
の
土
壌
が
あ
る
か

ら
、同
社
は
男
性
育
休
も
難
な
く
始
め
る

こ
と
が
で
き
た
。

　

16
年
の
あ
る
日
、坂
田
氏
は
、総
務
か
ら

「
育
休
を
取
り
た
が
っ
て
い
る
男
性
社
員

が
い
る
」と
相
談
を
受
け
た
。
す
ぐ
に
所

属
の
部
署
へ
行
き
、

上
司
に「
彼
が
抜
け

て
困
る
か
」と
聞
く

と
、「
大
丈
夫
で
す

よ
」と
の
答
え
。
そ

の
場
で
育
休
が
決

ま
っ
た
。
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
他
の
部
署

で
も
あ
り
、す
る
と
も
う
、男
性
で
も
育
休

が
取
れ
る
と
い
う
情
報
が
社
内
を
巡
り
、

ム
ー
ド
と
し
て
浸
透
し
て
い
っ
た
。

　

そ
の
ム
ー
ド
を
追
い
か
け
る
よ
う
に

制
度
を
工
夫
し
、ま
ず
は
育
休
中
の
収
入

の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
。
実
際
に

計
算
し
て
み
る
と
、育
児
休
業
給
付
金
が

給
与
の
67
％
※
５
支
給
さ
れ
、所
得
税
・
社

会
保
険
料
が
免
除
に
な
り
、新
潟
県
の
助

成
金
※
６
が
５
万
円
受
け
取
れ
る
た
め
、

手
取
り
が
増
え
る
場
合
も
あ
る
。

 

「
新
潟
県
か
ら
は
会
社
も
５
万
円
も
ら

え
る
の
で
、休
む
側
は
、ち
ょ
っ
と
気
が

楽
に
な
り
ま
す
ね
」と
坂
田
氏
。
同
社
は

「
両
立
支
援
等
助
成
金
」の「
出
生
時
両
立

支
援
コ
ー
ス
」（
下
記
参
照
）も
受
給
。
助
成

金
は
、従
業
員
の
負
い
目
を
軽
く
す
る
メ

リ
ッ
ト
も
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

そ
し
て
、イ
ク
メ
ン
表
彰
・
イ
ク
ボ
ス

表
彰
※
７
を
行
い
、
男
性
の
育
児
参
加
を

会
社
と
し
て
評
価
す
る
姿
勢
を
明
示
。
ま

た
、
学
童
保
育
の
預
か
り
時
間
に
配
慮

し
、小
学
校
３
年
生
ま
で
育
児
短
時
間
勤

務
が
で
き
る
よ
う
に
制
度
を
拡
張
し
た
。

　

同
社
の
取
り
組
み
は
、い
つ
も
世
間
の

動
き
よ
り
少
し
早
い
よ
う
だ
。
働
き
方
改

革
を
先
取
り
し
、男
性
育
休
に
も
先
ん
じ
、

次
は「
所
得
1.5
倍
」を
宣
言
し
て
い
る
。

 

「
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
な
ど
、今
ほ

ど
未
来
が
見
え
や
す
い
時
代
は
あ
り
ま

せ
ん
よ
ね
。
い
ち
早
く
対
応
し
た
会
社
が

生
き
残
れ
ま
す
し
、
当
社
が
成
功
例
に

な
っ
て
日
本
を
牽け
ん

引
し
た
い
な
ん
て
、お

こ
が
ま
し
く
も
思
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
」

＊厚生労働省発表の2022年
度施策情報に基づいて作成し
ています。

※1 生産性要件を満たした場合に助成額が割り増しされます（出生時両立支援コースの第1種を除く）。
※2 産後休業に引き続き育児休業をする場合は、産後休業を含めて連続3カ月以上。
※3 ①不妊治療のための休暇制度 ②所定外労働制限制度 ③時差出勤制度 ④短時間勤務制度 ⑤フレックスタイム制 ⑥テレワーク

＊詳細は、厚生労働省HP→［政策について］タブ→分野別の政策一覧→雇用・労働「雇用」→施策情報／各種制度「雇用関係助成金」
→6.仕事と家庭の両立支援関係等の助成金「両立支援等助成金」の各コースをご覧ください。

※5 休業開始時の1日当たりの賃金の67％×日数。181日目からは50％。　※6 男性の育児休業取得促進助成金。　※7 現在は、男性育休が浸透したので実施していない。

（2022.6.23）

属
人
化
解
消
を
ベ
ー
ス
に
、

支
援
制
度
の
整
備
へ
。

（注）
記事中に記載の法令や制度等は取材当時のもので、将来変更されることがあります。詳細につきましては、各専門家にご相談いただきますようお願いいたします。
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